
えない。かん水を使った中華麺の
ような「そば」が普通の出汁に収
まっている不思議な代物はほかの
駅ではおよそみられない。
「駅そばなんぞ味を語るに値しな
い」と主張する向きには、遠隔の
地にあるものの、宗谷本線音

おと

威
い

子
ねっ

府
ぷ

の駅そばと、（うどんだが）北九
州小倉駅７・８番ホームのかしわうどんを推しておきたい。
音威子府の地元産そばを甘皮ごと挽いた黒々とした麺は、
明らかに駅そばのクオリティを超越している。また小倉の
かしわうどんも、合わせ出汁に甘辛いかしわと「やわい」
麺が一体となった完成度は、駅にいることを忘れさせる。
最近の駅構内（駅ナカという軽薄な言葉は好きではない）

は、スイーツ店やベーカリー、果ては高級スーパーまで百
花繚乱であり、駅そばは次第に肩身が狭くなってきている
ようにみえる。しかし、駅は時間が支配する場所、オーダー
から数十秒で食事ができるという特性は貴重である。さら
に汽車と人が行き交うホームの一角でそばをすすること自
体が旅情そのものと思うのだが、いかがであろうか。
 （専務理事　日塔 貴昭）

そばについて書きたい。やぶ・まつやだの、幌加内・常
陸秋だの、そういった正統派の話ではない。その対極にあ
るともいえる「駅そば」について。
駅のホームの階段裏などに立ちそば屋を不意に発見する

と、引力を感じるのは私だけではあるまい。また、夕方に
職場を出てアルコール摂取前の空き腹を埋めるのに重宝す
るという左党の話もよく聞く。駅そばは基本的にその立地
の便利さに存在意義がある。たとえばJR品川駅や阪急十
三駅のホーム上など、乗り換えの際に立ち寄ったことのあ
る読者も多いのではないだろうか。
一方で、供される「そば」そのものについて話題にあが

る有名店もある。首都圏でその筋のマニアの間でよく語ら
れるのが我孫子駅の弥生軒である。
「裸の大将」山下清もかつて従業員
だったそうで、唐揚そばが名物で
ある。最初に券売機で唐揚の個数
を選ぶ際、ほかの常連客と同様に
「唐揚２個」のボタンを不意に押す
と、鉢を覆う巨大な鶏肉（しかも
２個！）と格闘する羽目になるので
要注意である。また関西圏では姫
路駅の「えきそば」も参拝者が絶

●旅は日常に在り（２）
　えきのそば

（上）我孫子駅（下）姫路駅

（上）音威子府駅（下）小倉駅
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